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1．学校の教育目標  

本校では、医療福祉の原点である愛と奉仕の精神を基本として、少子高齢化社会において求め

られる医療・福祉・保健に貢献できる人材の育成を目指している。  

また、日本語学科は日本の高等教育機関（大学・専門学校等）に入学を希望する外国人留学

生に対して、日本語教育及び高等教育を受けるために必要な基礎科目の教育を行い、併せて国

際交流・国際社会に貢献する人材を育成することを目指している。  

このような教育理念を実現するため、ディプロマポリシーを以下のとおり定めている。  

 

＜ディプロマポリシー＞ 

 本校では、学則で定める修業年限以上在籍し、各学科所定の単位を修得するとともに、教育理

念に基づいた以下のような力を身につけた者に対して、卒業を認定する。また、本校設置の課程の

うち修業年限が２年以上かつ総授業時数１，７００時間以上の学科を修了した者には、その課程の

専門士の称号を授与する。  

１）医療・福祉・保育の現場で必要とされる実践的・専門的能力を身に付ける。  

２）社会的・職業的自立に必要な能力や態度を身に付ける。  

３）豊かな心（他人を思いやる心や献身的な心  など）を身に付ける。  

 

 日本語学科においては  

１）日本の高等教育機関等において、十分に勉学できるだけの日本語能力を身に付ける。  

２）日本社会の一員としてルールを遵守し、日本の文化・習慣を理解する。  

３）豊かな心（他人を思いやる心や献身的な心  など）を身に付ける。  
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2．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画  

１ 職業実践専門課程の認定校であることを踏まえ、実践的な職業教育を通して専門的知識を

身につけた人材を育成するため、次の目標値を設定する。  

  （１）授業アンケート 3.50 以上または前年度の数値以上  

  （２）学科が設定する資格の合格率 100%または前年度の数値以上  

  （３）学生アンケート「定期試験や検定合格に向けて、自主的に自己学習を行っている。」  

判定 S 

 

【結果】  

（１）授業アンケート 3.50 以上または前年度の数値以上  

 

＜介護・保育・臨床＞  

 

 

＜日本語学科＞  
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＜３年間の推移＞  

 2020 年度  2021 年度  2022 年度  

介護・保育・臨床  3.81 3.81 3.82 

日本語学科  －  －  3.77 

 

※介護・保育・臨床の授業アンケート平均ポイントは 3.82 で目標値を上回った。また３年

間の推移をみても高い数値を維持できている。  

 今年度より日本語学科の授業アンケートも実施した。留学生にアンケートの内容を正確

に伝える難しさはあるが、平均ポイントは 3.77 で目標値である 3.50 を上回った。  

 課題として授業アンケートの評価にポイント制を採用しているが、評価の数値が細かく

問題点を見出しにくいため、来年度より学生アンケートと同じ肯定的評価の割合（S:90%

以上～D:60%以下）に変更する。  

 

 

（２）学科が設定する資格の合格率 100%または前年度の数値以上  

 2020 年度  2021 年度  2022 年度  

介護福祉士  77.1% 76.0% 93.6% 

保育士、幼稚園教諭  100% 100% 100% 

臨床工学技士  100% 100% 100% 

 

※介護福祉士の合格率は前年を大幅に上回り 93.6%となった。今年度は全国の合格率が高

い（84.3%）こともあるが、留学生が 7 名中 6 名合格するなど大きな成果が得られた。  

保育士、幼稚園教諭については今年度も 100%を達成できた。  

臨床工学技士は 3 年連続 100%を達成した。課題は留年率の高さで、卒業試験前の学習

指導の方法をもう一度見直し、卒業試験での合格者を増加させ留年率を低くするよう対策

を立てる必要がある。  
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（３）学生アンケート「定期試験や検定合格に向けて、自主的に自己学習を行っている。」判定 S 

 

 

※学生アンケート「８ 定期試験や検定合格に向けて、自主的に自己学習を行っている。」の判定

は A（肯定的評価 81.3%）であった。過去 5 年と比べると、評価はいずれも A であるが肯定的評価

の割合は大きく下がった。（下表＜過去 5 年の推移＞参照）  

 来年度はコロナ前の学習環境に完全に戻る予定であることから、学習する習慣を身につけるため

学校での居残り学習を行い、家庭での自己学習につなげる等の対策が必要である。  

 

＜過去 5 年の推移＞  

 2018 年度  2019 年度  2020 年度  2021 年度  2022 年度  

判 定  A A A A A 

肯定的評価  85.6% 85.7% 86.6% 88.8% 81.3% 
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２ 社会的・職業的自立に必要な能力や態度を身につけるため、次の目標値を設定する。  

  （１）退学率 5% （1 年：6%  2 年：4%  3 年：4%） 

  （２）SHR 欠席率 1.00 人／日未満  

  （３）学生アンケート「挨拶を積極的に行っている」判定 S 

  （４）学生アンケート「積極的に掃除をするなど校内の美化に努めている」判定 S 

 

【結果】  

（１）退学率 5% （1 年：6%  2 年：4%  3 年：4%）（日本語学科除く）  

学年  年度当初  退学者数  退学率  

１年   78  9 11.5% 

２年   75  3  4.0% 

３年   35  2  5.7% 

全体  188 14  7.4% 

 

※退学率は 7.4%で目標値を達成することができなかった。特に 1 年生の退学率が大幅に上昇して

いる。学科ごとに行っている新入生歓迎会やスポーツクラブの活動を通して、同級生や先輩との交

流を増やすなど、新入生が孤立しないよう心掛ける。また個人面談で早めに学生の気持ちや考えを

把握し教員間で情報共有の上、全教職員で対応することが大切である。  

 

 

（２）SHR 欠席率 1.00 人／日未満  

クラス名  SHR 欠席（人 /日） 

介護福祉学科 1 年 A 組  2.27 

介護福祉学科 1 年 B 組  0.80 

介護福祉学科 2 年 A 組  1.11 

介護福祉学科 2 年 B 組  0.91 

こども保育学科 1 年  0.48 

保育社会福祉学科 2 年  0.77 

保育社会福祉学科 3 年  0.98 

臨床工学科 1 年  0.21 

臨床工学科 2 年  0.21 

臨床工学科 3 年  0.84 

平   均  0.86 

 

※SHR 欠席率は 0.86 人 /日で目標を達成することができた。欠席・遅刻が多かった学生について

は、引き続き個人面談や家族への連絡等を密にして対応していく。  
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（３）学生アンケート「挨拶を積極的に行っている」判定 S 

（４）学生アンケート「積極的に掃除をするなど校内の美化に努めている」判定 S 

 

 

 

※「９ 挨拶を積極的に行っている」の判定は A、「10 積極的に掃除をするなど校内の美化に努め

ている」の判定は B で目標を達成することができなかった。コロナ禍での生活が続く中、教員がコロ

ナ対策に手を取られ、あいさつ・掃除の指導がおろそかになったと考えられる。次年度はコロナ前の

指導に戻していく。  

 

 

３ 日本語学科において、日本の高等教育機関等で十分に勉学できるだけの日本語能力

を身につけるため、次の目標値を設定する。  

  （１）高等教育機関等への進学率 100% 

  （２）日本語能力検定試験 N2 合格率 100%または前年度の数値以上  

 

【結果】  

（１）高等教育機関等への進学率 100% 

卒業生  進学  特定技能  進学率  

21 19 2 90.5% 

※進学先 トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校  介護福祉学科 13 名  

     東京マルチ・AI 専門学校 情報ビジネス科 2 名  

     浦和専門学校 情報ビジネス科 2 名  

     関東工業自動車大学校 国際サービスエンジニア科 1 名  

     広島自動車大学校 1 名  

 

※次年度の日本語学科卒業予定者は 74 名で、今年度の 21 名を大きく上回る。また、他

の日本語学校もコロナの関係で一度に入国した学生が進学する年となるので、進学先を確

保するため活動を早期に開始していく。   

全体 4 3 2 1
No. 設　　　問 A B C D 肯定的評価 判定

1 授業開始のチャイムが鳴った時、着席している。 88 33 10 3 90.3% S
2 授業開始・終了時の挨拶はきちんと行っている。 94 26 12 2 89.6% A
3 授業で使用するものをきちんと持ってきている。 96 28 7 3 92.5% S
4 授業中、私語をしない。 78 38 11 7 86.6% A
5 授業中、居眠りをしない。 52 42 31 9 70.1% B
6 授業中、別なことをしない。 77 38 15 4 85.8% A
7 授業に真剣に取り組んでいる。 80 40 10 4 89.6% A
8 定期試験や検定合格に向けて、自主的に自己学習を行っている。 80 29 17 8 81.3% A
9 挨拶を積極的に行っている。 77 36 20 1 84.3% A

10 積極的に掃除するなど校内の美化に努めている。 73 34 22 5 79.9% B
11 遅刻・欠席しないよう体調管理に気を付けている。 91 29 9 5 89.6% A
12 （これまでの学校生活を振り返って）この学校に入学してよかったと思っている。 83 26 15 10 81.3% A

969 399 179 61 85.1% A

2022年度後期

学生アンケート

合計
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（２）日本語能力検定試験 N2 合格率 100%または前年度の数値以上  

卒業生  N2 受験  N2 合格  合格率  卒業生合格率  

21 10 8 80.0% 38.0% 

 

※N2 の卒業生合格率は 38.0%で目標を達成することができなかった。非漢字圏の学生し

かいないこと、漢字の苦手意識が先行し読解や語彙の能力が伸びていないことが原因だと

考えられる。次年度は漢字・読解の授業に力をいれつつ総合的な日本語能力を伸ばした

い。ただ、次年度の卒業生はコロナで入国が 2 か月～3 か月遅れている学生も多く、母国

での予備学習が十分ではない学生が多いので、今まで以上にしっかりとした指導が必要で

ある。  

 

 

４ カリキュラムマップやカリキュラムツリーを作成し、ディプロマポリシーとカリキュラムの整合性・

体系性・系統性を点検し、必要に応じてディプロマポリシーやカリキュラムの見直しを行う。  

 

【結果】  

 カリキュラムマップを作成し、シラバスに掲載した。ディプロマポリシーとカリキュラ

ムの整合性を可視化することで、到達目標がより明確となり学生の学修への動機付けが高

まることが期待できる。  

 次年度はカリキュラムツリーを作成する。  

 

 

５ 学生数減少に伴い経費削減を図る取り組みを教職員全員で共有する。  

 

【結果】  

 昨年度末と今年度末までの経費を比べると、日本語学科の寮の家賃分を除くと約 5％増

となった。これは電気代をはじめ、各種光熱費の急激な高騰と消耗品価格の値上がり、留

学生の入国に係る諸経費が増加した結果である。  

次年度も引き続き物価の高騰が続くと考えられ、経費削減の意識をさらに強く持つ必要

がある。  
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６ 広報募集委員会の定期的な開催による情報共有と状況に応じた柔軟な募集活動を通して、

入学者の増加を図る。また、全教職員の募集活動に対する共通理解を深め、募集活動への

積極的な関与を働きかける。 

 

【結果】  

 定期的な会議の開催と Teams を利用した教職員への速やかな情報共有、高校訪問の徹

底、オープンキャンパスの学生スタッフに対する指導など入学者数増員のためにさまざま

な改善を行ったが、入学者の目標人数に対する達成率は介護 78％、保育 71％、臨床

21％（留学生、委託訓練生を除く）という結果だった。学科ごとに増減はあるが、募集

状況を好転させることはできなかった。  

来年度は、年間を通しての計画的な募集活動と WEB 広告を利用した新しい広報活動な

どで入学者を増加させる。  

 

 

７ 日本語学科に対し、教職員全員で情報を共有し協力する。  

 

【結果】  

 3 月末から 7 月にかけて、89 名の留学生が入国した。生活を始めるまでの手続きや準備

など全員の協力のもとに行われ、日本語学科の本格的な運営がスタートした 1 年だった。 
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3．評価項目の達成及び取組状況  

1 教育理念・目標  
自己  

評価  
エビデンス  

1  1  
中

項

目 

理念・目的・育成人材像 （教育理念（建学の精神）・目的・目標、育成人材像等が明文化されているか。

職業教育機関として専修学校教育に必要とされる考え方や指針、内容等が盛り込まれているか）  

1  1  1  
学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野

の特性が明確になっているか）  
4  学則、学生便覧、HP  

1  1  2  
学生・保証人（保護者）に対して教育理念等を明文化し、周知し

ているか  
4  学生便覧、HP  

1  1  3  
教職員に対して教育理念等を明文化し、周知徹底を図っている

か 
4  学生便覧、HP  

1  1  4  学外の方に対して教育理念等を明文化し、公表しているか  4  HP  

1  2  
中

項

目  
教育の特色 （社会や関連業界のニーズを踏まえた将来構想を描いていますか）  

1  2  1  

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界の

ニーズに向けて方向づけられているか（コース修了後に、学習者

がそのコンピテンスのレベルを必要とする目的や状況が明確にさ

れているか）  

4  
学生便覧、教育課程編

成委員会議事録  

1  2  2  

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いている

か（学校の将来構想を描くために、業界の動向やニーズを調査

しているか）  

3  
教育課程編成委員会議

事録  

1  2  3  学校における職業教育の特色は明確になっているか  4  学生便覧、シラバス、HP  

＜自己評価＞適切 :4  ほぼ適切 :3  やや不適切 :2  不適切 :1  

① 現状と課題  

 本校では、教育理念・目的・育成人材像を明確に定め、年度初めに教職員会議において教職員

に対し周知徹底している。また、学生に対しては新入生オリエンテーションで、保証人（保護者）に対

しては入学式後のご家族向けオリエンテーションで教育理念等の説明を行っている。学外の方に対

してはホームページを通して周知・公表している。 

 

② 今後の改善方策  

 特になし。 

 

③ 特記事項  

本校が設置する 4 学科の内 3 学科「介護福祉学科」、「こども保育学科」、「臨床工学科」は文

部科学省により職業実践専門課程の認定を受けている。  

また、年 2 回の教育課程編成委員会により社会のニーズを知ることで、現場で活かせる実践力

を備えた人材の育成に努めている。 
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2 学校運営  
自己  

評価  
エビデンス  

2  1  
中

項

目 

運営方針 （運営方針は教育理念等に沿ったものになっているか）  

2  1  1  教育方針や教育目的等に沿った運営方針が策定されているか  4  事業計画書  

2  1  2  
運営方針を教職員に周知しているか、また必要に応じてその理

解の状況を確認しているか  
3  

教職員会議資料、講師

会資料  

2  2  
中

項

目  
事業計画 （事業計画を作成し、執行しているか）  

2  2  1  運営方針に沿った事業計画を策定し共有しているか  3  教職員会議資料  

2  2  2  学校の年間スケジュールはあるか  4  
年間スケジュール表  

授業日程表  

2  3  
中

項

目  
運営組織 （運営組織や意思決定機関は効率的なものになっているか）  

2  3  1  

寄附行為、理事会会議規則等（法人）、学校の運営規程等が

整備され、それらに従って理事会・評議員会（法人）、学校の運

営会議等が開催されているか  

4  寄附行為、組織規程  

2  3  2  
運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されてい

るか、有効に機能しているか  
3  

組織規程、校務運営規

定  

2  3  3  組織機能図があるか  4  組織図、校務分掌  

2  3  4  
運営会議（教職員会議・教員会議等）が定期的に開催されてい

るか  
3  

運営会議議事録、校務

運営規定  

2  3  21  出退勤管理簿があるか  4  出勤簿、就業規則  

2  3  22  教職員の健康診断がされているか  4  

教 職 員 健 康 診 断 の案

内 、就 業規則 、健 康診

断結果報告書  

2  3  41  施設設備の保守・管理が定期的に行われているか  4  
施設設備保守・管理（作

業報告書）  

2  4  
中

項

目  
教職員の評価・育成 （教員及び職員の能力評価・能力向上に向けた取組みを行っているか）  

2  4  1  資格・要件を備えた教員を確保しているか  4  

関係法令 、設置基準 、

介護福祉士養成施設設

置基準、日本語教育機

関の告示基準  

2  4  2  
現に教員数が充足していない場合、採用活動を行っているか、

または、教員資格等取得に向けた教育・指導を行っているか  
4  各種教員研修派遣  

2  4  3  授業評価の実施・評価体制はあるか  2  
学生による授業アンケー

ト  

2  4  4  教員の組織体制を整備しているか  4  組織図、講師会議事録  

2  4  21  職員の能力開発のための研修等が行われているか  3  
各種教員研修派遣  

研修報告書  

2  4  22  

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研

修や教員の指導力育成等資質向上のための取組みが行われ

ているか（研修等の効果を評価し、文書により記録しているか）  

3  研修報告書  
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2  4  23  教育の成果（学修結果）に基づく教員面接を実施しているか  3  面談予定表  

2  4  24  

［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分野の企業・団体

等と連携し、実務に関する研修や指導力の修得・向上のための

研修等を教員の業務経験や能力、担当する授業や業務に応じ

て組織的・計画的に受講させているか  

3  研修報告書  

2  4  25  

教員に対して、割り当てられた職務及び責任、学習サービスの

評価結果、本人の専門能力開発のニーズに対する見解を考慮

に入れて、専門能力開発の計画を作成しているか（教職員研修

計画の作成）  

2   

2  4  41  
教育内容の改善を図るため、教職員と非常勤講師等との定期

的な情報交換を行っているか  
4  講師会議事録  

2  5  
中

項

目  
人事・給与制度 （人事・給与に関する制度を確立しているか）  

2  5  1  人事に関する制度を整備しているか  3  就業規則  

2  5  2  給与に関する制度を整備しているか  3  

給与規程  

退職金規程  

出張規程  

2  5  3  昇給・昇格制度は文書化されているか  2  給与規定  

2  5  4  採用制度は文書化されているか  1   

2  6  
中

項

目  
情報システム（情報システム化等による業務の効率化が図られているか）  

2  6  1  
情報システム化等による業務の効率化が図られているか  

（情報システム化に取組み、業務の効率化を図っているか）  
3  

PC 配置図、ネットワーク

構成図  

＜自己評価＞適切 :4  ほぼ適切 :3  やや不適切 :2  不適切 :1  

① 現状と課題  

教育方針及び教育目的に沿った運営方針並びに事業方針を年度当初の教職員会議で全員に

周知するとともに、年間を通した企画会議、運営会議において理解の状況、進捗状況を把握してい

る。今後は、中期事業計画を策定することにより、中長期的な展望を持つことが必要と考える。 

また、自己申告による目標管理制度を導入し、年２回の所属上長（学校長、教務部長、事務課

長）による教職員面接を行うことにより個々人の取り組み状況を確認し、必要に応じて助言している。 

授業評価については、学生による授業アンケートは実施しているものの、所属上長（学校長、教

務部長、学科長）等による授業評価・評価体制は整っていない。 

 

② 今後の改善方策  

所属上長による評価の方法について検討する。 

 

③ 特記事項  

特になし。 
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3 教育活動  
自己  

評価  
エビデンス  

3  1  
中

項

目 

目標の設定 （教育理念、教育目的および育成人材像に沿った教育課程を編成・実施しているか）  

3  1  1  

教育目的および育成人材像に基づき教育課程の編成・実施方

針（カリキュラムポリシー）を明示し、また学校構成員（教職員お

よび学生等）に周知し、社会に公表されているか。また定期的に

検証を行っているか  

4  
学生便覧 、カリキュラム

ポリシー、HP  

3  1  2  

教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関と

しての修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保

は明確にされているか  

4  

学則（別表１  教育課程

及び授業時間数 ）・カリ

キュラムマップ  

3  1  3  

教育目的および育成人材像に基づきディプロマポリシーを明示

し、また学校構成員（教職員および学生等）に周知し、社会に公

表されているか。また定期的に検証を行っているか  

4  
ディプロマポリシー、学生

便覧、学則、HP  

3  2  
中

項

目  
教育方法・評価等 （各学科の教育目標、育成人材像に向けて、体系的なカリキュラム作成などの取組が

なされているか）  

3  2  1  
教育理念・到達目標に沿って学科等のカリキュラムは体系的に

編成されているか  
4  

学則（別表１  教育課程

及び授業時間数 ）、シラ

バス、学生便覧 、カリキ

ュラムマップ  

3  2  2  講義および実習に関するシラバスは作成されているか  4  シラバス  

3  2  3  
各科目の一コマの授業について、その授業シラバスが作成され

ているか  
1   

3  2  4  

シラバスあるいは講義要項（作成されていればコマシラバス）など

が事前に学生に示され（あるいはホームページなどで公開され

て）、授業で有効活用されているか  

4  シラバス、HP  

3  2  21  

適切な評価体制を有し、授業評価が実施されているか（教育内

容およびその評価方法、評価項目、手段、スケジュールは適切

か）  

1   

3  2  22  
質保証を目的とした授業や学習の定期的な観察を実施してい

るか  
1   

3  2  23  

学生によるアンケート等で、適切に授業評価を実施しているか

（学習の目的を満たしているか、満足度を含めて定期的に確認

しているか）  

4  
授業アンケート、卒年次

生アンケート  

3  2  24  
評価結果を教員にフィードバックするなど、その結果を授業改善

に役立てているか  
4  

授業アンケート結果、自

己申告書  

3  2  41  

カリキュラム作成の際、複数のメンバーによるカリキュラム作成

やカリキュラム作成委員会等の形で、作成したカリキュラムの検

証が行われているか  

2   

3  2  42  
カリキュラム作成メンバーの中に業界関係者などの外部関係者

を入れているかまたはその意見を取り入れているか  
4  

教育課程編成委員会議

事録  

3  2  81  
キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラム

や教育方法の工夫・開発などが実施されているか  
4  シラバス  

3  2  82  

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインター

ンシップ、実技・実習等）が体系的に位置づけられ、その内容、

評価法などが事前に決められているか  

4  実習要綱、シラバス  

3  2  83  
［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分野の企業・団体

等と連携し、演習・実習等を行っているか  
4  講師派遣承諾書  

3  2  84  企業・施設等での職場実習（インターンシップ含む）があるか  4  

実習計画書、実習生受

入 承 諾 書 、 実 習 報 告

書、実習報告会資料  
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3  3  
中

項

目  
成績評価・単位認定等 （成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか）  

3  3  1  
成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になってい

るか  
4  

学生便覧（授業に関わる

細則）、卒業判定会議議

事録  

3  3  2  
学生や保証人（保護者）に対し、成績評価・単位認定の基準、

進級要件、卒業要件はきちんと提示されているか  
3  

学生便覧（授業に関わる

細則）  

3  3  3  
各規定に基づいて適切に成績評価・単位認定、進級・卒業判

定を行っているか  
4  

学生便覧、シラバス、進

級 ・卒業判定会議議事

録  

3  3  4  
［職業実践専門課程］専攻分野に係る関連分野の企業・団体

等と連携し、学生の学修成果の評価を行っているか  
3  実習評価表  

3  4  
中

項

目  
資格・免許取得の指導体制 （資格・免許取得のための指導体制があるか）  

3  4  1  
資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な

位置づけはあるか（発行する修了証明書の種類及び内容）  
4  

学生便覧、シラバス、成

績証明書 、カリキュラム

マップ  

3  5  
中

項

目  
キャリア教育等 （基礎的・汎用的能力（  ①  人間関係形成・社会形成能力、②  自己理解・自己管理能

力、③  課題対応能力、④  キャリアプランニング能力）を身につけるための取組が実施されているか）  

3  5  1  
キャリア教育を行ない、学生の社会的・職業的自立に向け必要

な基盤となる能力や態度を育成しキャリア発達を促しているか  
3  シラバス  

3  5  21  
高校･高等専修学校等との連携によるキャリア教育･職業教育

の取組が行われているか  
3  ガイダンス報告書  

＜自己評価＞適切 :4  ほぼ適切 :3  やや不適切 :2  不適切 :1  

① 現状と課題  

教育理念・到達目標に沿って各学科のカリキュラムは編成されている。カリキュラムマップを作成

したことにより、ディプロマポリシーとカリキュラムの整合性および到達目標がより明確と

なり学生の学修への動機付けが高まることが期待できる。  

授業評価の体制や授業観察等による授業評価はできていない。  

 

② 今後の改善方策  

ディプロマポリシーとカリキュラムの体系性・系統性を可視化する「カリキュラムツリー」を作成し、

学生に提示できるようにする。 

今後、どのような形で授業評価の体制の構築や授業観察が実施できるか検討する。  

 

③ 特記事項  

各学科の教育課程はそれぞれ次の指定規則等に則っている。  

介護福祉学科・・・・・介護福祉士養成施設指定規則  

こども保育学科・・・・近畿大学九州短期大学の教育課程（近畿大学九州短期大学との併修）  

臨床工学科・・・・・・・臨床工学技士養成所指定規則  

   日本語学科・・・・・・・日本語教育機関の告示基準  

また、具体的な教育内容の目標値として、次の項目を設定している。  

    ・授業アンケート 3.50 以上または前年度の数値以上  

    ・学科が設定する資格の合格率 100%または前年度の数値以上  
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    ・学生アンケート「定期試験や検定合格に向けて、自主的に自己学習を行っている。」判定 S 

 

 

4 学修成果・教育成果  
自己  

評価  
エビデンス  

4  1  
中

項

目 

学修成果 （各学科の教育目標、育成人材像に向けてその達成への取り組みと評価がされているか）  

4  1  1  
コース全体を通して、及びコースの修了時に、学習者の習熟状

況をアセスメントしているか  
4  成績一覧表  

4  1  2  

学生の学修成果の評価に際して、育成する人材像に沿った評

価項目を定め、明確な基準で実施されているか（測定する知

識、スキル及び能力、測定の基準、アセスメントの方法は明確

か）  

4  学生便覧、シラバス  

4  2  
中

項

目  
就職率 （就職率の向上が図られているか）  

4  2  1  
就職率の向上が図られているか（結果を分析し、就職指導・支

援の改善を図っているか）  
4  

就職関連指導シラバス、  

学校などの行 う無 料職

業紹介事業報告  

4  2  2  学生の就職に関する目標が、教職員に共有されているか  4  自己申告書（事務部）  

4  2  3  学生の就職活動に関する記録がなされているか  4  就職活動報告書  

4  2  4  
対外部に向けた就職実績を公表しているか（パンフレット・ＨＰ

等）  
4  パンフレット、HP  

4  3  
中

項

目  
資格・免許の取得率 （資格・免許取得率の向上が図られているか）  

4  3  1  
資格取得率の向上が図られているか（目標とする資格試験等

への合格率は全国平均と比較してどうか）  
4  講師会資料  

4  3  2  資格・検定・コンペに関する目標を設定したか  4  
自己点検・評価表（重点

目標）  

4  3  3  
資格・検定・コンペに関する目標・計画が教職員に共有されてい

るか  
4  

教職員会議資料 （2022

年度重点目標）  

4  3  4  資格・検定・コンペ結果に関して検証・報告がされたか  4  
2022 年度自己点検・評

価表  

4  3  5  
資格・検定・コンペの結果（合格者数・合格率）を公表している

か 
4  

HP（職業実践専門課程

の基本情報について（別

紙様式 4））  

4  4  
中

項

目  
社会的評価 （卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか）  

4  4  1  

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか（卒

業生の就職後の動向を出来るだけ把握し、卒業後にも就職そ

の他の支援を行っているか）  

3  
直近 3 年間の卒業生の

離職率調査  

＜自己評価＞適切 :4  ほぼ適切 :3  やや不適切 :2  不適切 :1  

① 現状と課題  

来校してきた卒業生や心配な卒業生に対しては、個別に担任等の教員が現状報告や相談を受

けており、全員の動向を組織的に把握するところまではできていないが、直近 3 年間の卒業生の動

向について調査を行い、離職状況を確認した。今後も引き続き細やかな個別の対応を行いながら、
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全体を把握する方法を検討する。 

 

② 今後の改善方策  

同窓会と協力して卒業生の動向を把握し、卒業後も支援ができる体制を整える。また、全体の

動向を把握することにより、就職先で困っている卒業生に支援を行うのと同時に、活躍している卒

業生との関わりを増やし、その活躍を在校生や高校生に紹介できる場の提供を検討する。 

 

③ 特記事項  

各学科の教育到達レベルは次のとおりである。  

介護福祉学科・・・・・・・国家試験合格  

※経過措置として不合格の場合でも、卒後 5 年間は介護福祉士となる

ことができる。この間に国家試験に合格するか、卒後 5 年間続けて介

護等の業務に従事することで介護福祉士の登録が継続できる。  

こども保育学科・・・・・・卒業試験合格  

（卒業と同時に保育士、幼稚園教諭 2 種の資格を取得できる）  

臨床工学科・・・・・・・・・国家試験合格  

日本語学科・・・・・・・・・日本語能力検定試験 N2 合格  

 また、就職（進学含む）に関しては各学科とも 100％の就職率を目標値として設定している。  

 

 

5 学生支援  
自己  

評価  
エビデンス  

5  1  
中

項

目 

修学支援 （学生に対する修学支援に関する支援組織体制を整備し、学生が学修に専念し、安定した学生

生活を送ることができるように図っているか）  

5  1  1  学生への修学支援を適切に行っているか  4  HP  

5  2  
中

項

目 

就職等進路 （就職・進学指導に関する支援体制は整備され、有効に機能しているか）  

5  2  1  
進路・就職に関する支援体制は整備されているか（またそれはき

ちんと学生や保証人（保護者）に周知されているか）  
4  組織図・校務分掌  

5  3  
中

項

目  
学生相談 （学生相談に関する体制は整備されているか）  

5  3  1  
学生相談に関する体制は整備されているか  

（相談窓口が設置されているか）  
4  学生便覧  

5  3  2  学生の面談・相談記録があるか  4  クラス運営報告書  

5  4  
中

項

目  
学生生活 （学生に対する経済的な支援体制は整備されているか。学生の健康を担う組織体制はあるか。生

活環境支援体制を整備しているか）  

5  4  1  
奨学金制度など、学生の経済的側面に対する支援体制は整備

されているか  
4  

募集要項、学生便覧  

奨学金説明会資料  

5  4  21  
学生の健康管理を担う組織体制はあるか（学生の健康診断を

実施しているか、また健康相談窓口は整備されているか）  
4  

健康診断案内、学則、  

学生便覧  
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5  4  41  課外活動に対する支援体制は整備されているか  3  月一スポーツ案内  

5  4  42  
学生の生活環境への支援は行われているか（学生のアパート探

しなど、住環境への支援体制はあるか）  
4  パンフレット  

5  5  
中

項

目  
中途退学への対応 （退学率の低減が図られているか）  

5  5  1  
退学率の低減が図られているか（受講登録、出欠状況及び学

習者の減少に関する分析が行われているか）  
2  退学率の推移表  

5  5  2  退学率の目標を設定しているか  4  
教職員会議資料  

自己点検・評価表  

5  5  3  
退学率の低減に関する目標・計画が教職員に共有されている

か 
4  教職員会議資料  

5  5  4  退学者数を公表しているか  4  

HP（職業実践専門課程

の基本情報について（別

紙様式 4））  

5  6  
中

項

目  
保証人（保護者）との連携 （保証人との連携体制を構築しているか）  

5  6  1  
保証人（保護者）と適切に連携しているか（保証人のニーズを把

握しているか）  
4  

ご家族向けガイダンス資

料、個人成績表  

5  6  2  保証人（保護者）との計画的な相談会・面談を行っているか  1   

5  7  
中

項

目  
卒業生・社会人支援 （卒業生の動向を把握しているか。社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備して

いるか）  

5  7  1  
卒業生への支援体制を整備しているか（再就職、キャリアアップ

等について、相談に乗っているか）  
2   

5  7  21  
卒業生への卒後教育等の支援体制はあるか（卒業生への講

習・研修を行っているか）  
2   

5  7  41  社会人学生のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか  3  パンフレット、HP  

＜自己評価＞適切 :4  ほぼ適切 :3  やや不適切 :2  不適切 :1  

① 現状と課題  

クラス担任制をとっており、現在学生数も少ないことから学生の状況を把握しやすく、クラス運営、

学生生活、就職活動、保証人（保護者）との連携など、学生にあった対応が個別にできている。 

 問題のある学生に対しては保証人（保護者）と密に連絡を取りあい問題行動が改善できるよう取

り組んでいるが、特に問題のない学生の保証人（保護者）とは関わり合いがないのが現状である。  

 

② 今後の改善方策  

「保証人との連携」について具体的にどのような形で実施できるか、運営会議や学科長会議等で

検討する。 

また、卒業生の卒後教育の支援体制は学科により差があるので、支援体制を整えることを検討

する。 

 

③ 特記事項  

新型コロナウイルス感染症の影響により、2020 年 4 月から課外活動の一つである「月一食堂」
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を中止している。月一食堂は月に一度、放課後に参加者を募って夕食を一緒に作り食べることによ

り、学科を超えて交流を深める活動であるが、共食ができない状況のため行っていない。月一スポ

ーツ同様、学生生活を勉強だけでなく、より楽しく思い出のあるものにするため、2023 年は月一食

堂を復活させ、月一スポーツとともに学生間の交流を深めていく予定である。 

また、退学率については次の目標値を設定している。  

     退学率 5% （1 年：6%  2 年：4%  3 年：4%） 

 

 

6 教育環境  
自己  

評価  
エビデンス  

6  1  
中

項

目 

施設・設備等 （施設、設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか）  

6  1  1  

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備され

ているか（講義室は学生数、時間割にあわせ、無理なく配備され

ているか）  

4  
関係法令、  

各施設設置基準  

6  1  2  学生が利用できる参考図書・関連図書は備えられているか  4  
関係法令、  

各施設設置基準  

6  1  3  教育上の必要性に対応した機材・備品を整備しているか  4  
関係法令、  

各施設設置基準  

6  1  21  分煙・禁煙等に関する規定が文書化・掲示されているか  4  学生便覧、ポスター  

6  1  22  
学内の整理・整頓・清掃に関して定期的に管理・チェックがされ

ているか  
3  定期清掃写真報告書  

6  1  41  
施設・設備の点検、補修・修繕等は定期的にまたは適宜行って

いるか  
4  

ボイラー・空 調 ・電 気工 作

物点検結果報告書、  

貯水槽清掃消毒報告書 、

自動ドア定期点検報告書  

6  2  
中

項

目 

学外実習、インターンシップ等 （校外の実習、インターンシップ、海外研修等について、十分な教育体制

を整備しているか）  

6  2  1  
学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十

分な教育体制を整備しているか  
4  実習指導要領  

6  2  2  
実技・実習に先立って、職業倫理や情報の取扱いに関する規

程・マニュアルや規則が整備されているか  
4  実習指導要領  

6  3  
中

項

目  
防災・安全管理 （防災・安全管理に関する体制を整備しているか。防災訓練等を実施しているか）  

6  3  1  防災に対する組織体制を整備し、適切に運用しているか  4  

消防計画、南海トラフ地震

防 災 規 定 、防 災 マニュア

ル、気象警報発令時の休

講について  

6  3  2  
防災・防犯設備（非常灯・消火器・警備システム等）が整備・点

検されているか  
4  

セコム点検報告書、  

消防用設備等点検結果

報告書、消防計画  

6  3  21  定期的に防災訓練を実施しているか  4  
防災訓練実施要項、防

災訓練アンケート結果  

6  3  41  学校における安全管理の整備を行っているか  4  

防災マニュアル、施設設

備安全点検チェック表 、

盗難時対応マニュアル  

＜自己評価＞適切 :4  ほぼ適切 :3  やや不適切 :2  不適切 :1  
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① 現状と課題  

 全体的に教育環境は整っているが、定期的に施設・設備を見直し、適宜、更新や修繕を進めるこ

とが大切である。 

 

② 今後の改善方策  

 特になし。 

 

③ 特記事項  

特になし。 

 

 

7 学生の受入れ募集  
自己  

評価  
エビデンス  

7  1  
中

項

目 

学生募集活動 （学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行っている

か。社会人入学生、留学生、障がい者等、多様な学生の受入れについて方針を明確にしているか）  

7  1  1  学生募集活動は､適正に行われているか  2  

校務分掌、パンフレット、ガ

イダンス報告書、街頭配布

活動報告書、OC 用説明資

料  

7  1  2  

入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を策定し、学校

構成員（教職員および学生等）に周知し、社会に公表している

か 

4  

アドミッションポリシー、パ

ンフレット 、募 集 要 項 、
HP  

7  1  3  
学校案内に、育成人材像、特徴、目指す資格・免許等をわかり

やすく紹介しているか  
4  パンフレット、HP  

7  1  4  
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集を行

っているか  
4  パンフレット、募集要項  

7  1  21  
入学に関する問い合わせ等に適切に対応できる体制ができて

いるか  
4  校務分掌、HP  

7  1  22  

学校説明会等による情報提供（育成人材像、評価手段及びそ

の基準、目指す資格・検定・コンペ、学費・教材費等の情報）を

行っているか  

4  

OC 入 試 ガイダンス資

料、OC 保護者ガイダン

ス資料  

7  1  23  入学予定者に対し学習指導・支援等は行われているか  4  入学前課題  

7  2  
中

項

目 

入学選考 （入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか）  

7  2  1  

学校案内等には選抜方法が明示されているか（入学に必要な

学力、スキル、資格、職業経験などの、前提となる要件が明示

されているか）  

4  募集要項、HP  

7  2  2  
学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に入学者選抜を

行っているか  
4  

入試基準 、選考方法 、

入試判定会議用資料  

7  3  
中

項

目  
学納金 （学納金は妥当なものとなっているか）  

7  3  1  学納金は妥当なものとなっているか  4  募集要項、HP  

7  3  2  
学校案内等に、学費、受験料、学習教材の購入費等が明示さ

れているか  
3  OC マネープラン資料  

＜自己評価＞適切 :4  ほぼ適切 :3  やや不適切 :2  不適切 :1  
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① 現状と課題  

学生数が減る中、パンフレットや募集要項等、受験を検討する人に見やすく分かりやすい情報提

供を心掛けており、エビデンスとしてもしっかりしたものとなっているが、実際の入学者数に反映され

ていないところが課題である。 

 

② 今後の改善方策  

今後も媒体の内容を充実させ、しっかりとした情報提供に努める。 

オープンキャンパスに参加した保証人（保護者）に対して、ガイダンスや個別のマネープラン相談

会で教材費も含めた年間必要費用の概算を示し、丁寧に説明する。 

 

③ 特記事項  

新型コロナウイルス感染症の募集活動への影響は徐々に薄れてきている。オープンキャンパスで

は、マスクや手指消毒を徹底した上で一口でつまめるお菓子とジュースの提供を再開（強制はしな

い）し、学生との交流が増えた。今後は自粛に慣れた高校生がオープンキャンパスに足を運んでくれ

るよう力を入れる。 

 

 

8 教育の内部質保証システム  
自己  

評価  
エビデンス  

8  1  
中

項

目 

関係法令、設置基準等の遵守 （法令、専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行なってい

るか）  

8  1  1  
法令､専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされてい

るか  
4  専修学校設置基準  

8  1  2  
業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されて

いるか  
4  組織図、校務分掌  

8  1  3  
関係法令に基づく管理運営に関する学内諸規程を整備し適切

に運用しているか  
3  

危機管理 （個人情報保

護に関する規則、情報セ

キュリティ対策 ）、セクシ

ャルハラスメントの防止

等に関する指針  

8  2  
中

項

目 

個人情報保護 （個人情報に関する規程を整備し、個人情報に対する対応を取っているか）  

8  2  1  学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施しているか  4  

個人情報保護に関する

規程 、情報セキュリティ

対策  

8  2  2  個人情報保護規程が文書化されているか  4  
個人情報保護に関する

規程  

8  2  3  
個人情報の取扱いについて、教職員に対し周知し、意識づけが

できているか  
2   

8  3  
中

項

目  
学校評価 （自己評価、学校関係者評価の実施体制を整備しているか）  

8  3  1  
学校教育、学校運営について、自己点検・評価を実施し、さらに

課題解決に取り組んでいるか  
3  自己点検・評価表  
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8  3  2  
自己点検・評価報告書にまとめているか  

（自己点検・評価報告書があるか）  
4  自己点検・評価表  

8  3  3  自己点検・評価の組織があるか  4  学校評価実施規程  

8  3  21  
学校関係者評価の実施体制を整備し、学校関係者評価を実

施し、改善の取組みを行っているか  
4  

学校関係者評価委員会

議事録、委員会名簿  

8  4  
中

項

目  
改革・改善 （各学科の教育目標、育成人材像に向けて自己点検・評価活動の実施体制を確立して改革・

改善のためのシステムが構築されているか）  

8  4  1  自己点検・評価の必要性を全教職員に伝える機会を設けたか  3  教職員会議資料  

8  4  2  
卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改

善に活用されているか  
3  

卒業生就業 ・離職状況

調査報告書  

8  4  3  自己点検・評価の結果に基づき改善計画を策定したか  2   

8  4  4  
自己点検・評価の結果に基づき期限を定めて改善計画に基づ

いた結果の検証がされたか  
1   

8  4  5  学校関係者評価の結果に基づき改善計画を策定したか  1   

8  4  6  
学校関係者評価の結果に基づき期限を定めて改善計画に基づ

いた結果の検証がされたか  
1   

8  5  
中

項

目  
教育情報の公開 （教育活動に関する情報公開を積極的に行っているか）  

8  5  1  教育活動に関する情報公開が適切になされているか  4  
職業実践専門課程別紙

様式４、HP  

8  5  21  自己評価結果を公開しているか  4  自己点検・評価表、HP  

8  5  22  学校関係者評価結果を公表しているか  4  
学校関係者評価委員会

議事録、HP  

＜自己評価＞適切 :4  ほぼ適切 :3  やや不適切 :2  不適切 :1  

① 現状と課題  

自己点検・評価および学校関係者評価の結果に基づき、できるところから改善をしている。しかし

ながら、改善計画書や報告書の作成まではできていない。  

 

② 今後の改善方策  

改善するべき箇所を重点目標として設定し、計画書に基づいて組織として改善できるよう検討を

始める。 

 

③ 特記事項  

 特になし。 
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9 財務  
自己  

評価  
エビデンス  

9  1  
中

項

目 

財務基盤 （学校の中長期的な財務基盤は安定しているといえるか）  

9  1  1  
教育活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財政的基

盤を確立しているか  
3  

財 産 目 録 、 貸 借 対 照

表 、資 金収支計算書 、

消費収支計算書、事業

報告書  

9  1  2  年度予算・中期計画が策定されているか  3  
事業活動収支予算書、

資金収支予算書  

9  2  
中

項

目 

予算・収支計画 （予算及び収支計画は有効かつ妥当か。予算及び収支計画に基づき、適正に執行管理

を行っているか）  

9  2  1  予算･収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか  4  
予 算 書 、 理 事 会 議 事

録、評議員会議事録  

9  2  2  予算及び計画に基づき適正に執行管理を行っているか  4  

損益月次推移、予算実

績月次推移、資金収支

月次実績推移表  

9  3  
中

項

目  
監査 （財務について会計監査が適正におこなわれているか）  

9  3  1  
私立学校法及び寄付行為に基づき適切に監査を実施し、理事

会、評議員会に報告しているか  
4  監査報告書  

9  4  
中

項

目  
財務情報の公開 （私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか）  

9  4  1  財務情報公開の体制を整備し、適切に公開しているか  4  HP  

9  4  2  
財務情報の公開について、ホームページに公開するなど積極的

に取組んでいるか  
4  HP  

＜自己評価＞適切 :4  ほぼ適切 :3  やや不適切 :2  不適切 :1  

① 現状と課題  

留学生の受け入れ促進に伴い、総学生数の増加により、財務面は改善されてきている。 

 

② 今後の改善方策  

日本語学科並びに既存 3 学科の学生募集強化を図りつつ、更なる経費削減を推進していく。 

 

③ 特記事項  

特になし。 
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10 社会貢献・地域貢献  
自己  

評価  
エビデンス  

10  1  
中

項

目 

社会貢献・地域貢献 （学校の教育資源や施設を利用した社会貢献・地域貢献を行っているか）  

10  1  1  
学校の教育資源や施設を活用した社会貢献･地域貢献を行っ

ているか  
4  利用案内ポスター  

10  1  2  
地域に対する公開講座･教育訓練（公共職業訓練等を含む）の

受託等を積極的に実施しているか  
4  

委託訓練業務決定通知

書、授業日程表  

10  2  
中

項

目 

ボランティア活動 （学生のボランティア活動を奨励・支援しているか）  

10  2  1  
学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行って

いるか  
1   

＜自己評価＞適切 :4  ほぼ適切 :3  やや不適切 :2  不適切 :1  

① 現状と課題  

本校実習室にて、いきいき百歳体操を週１回実施している。その中で介護福祉学科の授業「社

会貢献活動」の一環として、学生がいきいき百歳体操の運営サポートを行っている。  

公共職業訓練として、介護福祉学科では委託訓練生を 13 名受け入れている。  

今年度は新型コロナウイルス感染症の影響によりボランティアの依頼は 0 件であったため、学生

へのボランティアの紹介はできていない。  

 

② 今後の改善方策  

 次年度はボランティアの依頼が増えることが見込まれるので、積極的に学生に案内をしていく。  

 

③ 特記事項  

 特になし。 

 

 

11 国際交流  
自己  

評価  
エビデンス  

11  1  
中

項

目 

留学生の受入れ・海外への留学 （留学生の受け入れ、海外への留学における学習支援や生活指導

等を適切に対応し、管理体制を整備しているか）  

11  1  1  留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか  3  日本語学科業務分掌  

11  1  2  
留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等

がとられているか  
4  

入管提出書類一式、学

則、留学生保険  

11  1  3  
留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備

されているか  
4  

留学生の手引き、  

校務分掌、学生便覧  

11  1  4  学習成果が国内外で評価される取組を行っているか  3  JLPT 取得率  

＜自己評価＞適切 :4  ほぼ適切 :3  やや不適切 :2  不適切 :1  

① 現状と課題  

日本語学科への留学生が４月～６月にかけて一気に入国し、事務、教務の業務が本格的に始

動した。生活支援では学生寮でのトラブル対応や通学中の交通ルールの徹底、病院への通院支
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援に多くの時間が必要とされた。今後は１年間にあったトラブルへの対応をまとめ、活かしていく。  

日本語学科初めての卒業生が 21 名出て、進学支援が始まった。卒業生の数が少なかったため  

担任を中心に個別に対応したが、次年度はどこの日本語学校も一度に入国した留学生が卒業の

年となるため、受け入れる進学先が不足する可能性もあり、早めの対応が必要となる。４月の段階

から進学支援を本格的に行う。  

 

② 今後の改善方策  

この１年間で生じた課題について、一つ一つ改善策を講じ、日本語学科の運営を速やかに軌道

に乗せる。 

 

③ 特記事項  

 特になし。 


